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KUWV首 都圏支部設立奮戦記

9期 山中 重夫

′σ客の参力日予定力` 、当β′ま急 きまθ′客に一。

お ぅ、なつか ιいなぁ～ ノ/

せんざ～は ガ点 でしたか。・・2ノ

δガだ
｀
と言 うのに、

分場の現〃 /~イオン″、グ夏 のような熱気力払 ンスれ

まつと、みんな、首都圏支部 の立 ら■′ガを

だヽひそかに″ らg/L/でいたのでιまラ。
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「やまざと」よりの要請を受け、首

都圏支部の設立経過を少し記 したいと

思います。

私が関西から東京に転勤になり約 18
年が経つがその間、伊藤、保日、鍋島

君らの努力で 9期の同期会が継続され

ていた。そこに 8期 の藤井、柳川両氏

11期の青柳、北川君などが参加 して

いた。昨年はそれに 7期の四十万さん

が参加され茨城から8期の柴田氏、金

沢から穴田氏が参加される等年を重ね

るごとに盛況になつていた。

そんな中、私自身世の中の厳 しい風

を受け 2年前早期退職をし、プータロ

ウ生活を楽 しんでいたおり、何故か西

の方から騒音が聞こえてきた。聞くと

8期の篠島氏が関西支部を立上げ活発

に活動しているそうな。

日本の中心は東京で全てが東京中心

にまわっていると自負 していた関西出

身の東京人としては看過できない事態

である。篠島氏と私は兄弟会社に勤め

ていたこともありますます何とかせね

ばと思いが募 り、同じく無職を楽 しん

でいる藤井氏、同期で自営業に転職 し

た清水君、 11期 の青柳君の協力を得

て2月 から準備に取り掛かる。

先ずは名簿作 りからそこで奥名君に

お願いし、全KUWVOB会 の名簿を

取り寄せ、首都圏版を作成する。会場

を予約するにしても大体の参加者数が

必要なのでメールのある人に対し参加

の意志を確認、約 20名 弱の参加の返

事があり、25名 で新宿銀座ライオン

を予約する。

名簿を整理 していて興味深かつたの

は (1)ク ラブ
゛
内結婚とおぼしき人が

結構いること。(2)都内 23区に住ん

でいる人が殆どいない。無論田園調布、

成城などは0(3)住 所不明で随分返

つてきたが、名簿を見ると企業の合併

等で勤務先の名前が既に実在 しないも

のも多く、社会の荒波がKUWVに も

押 し寄せていることを実感 したこと等

である。

最終参加者を決めるべくメール送信

での未回答者とメールの無い人に対し

往復葉書を出し締切日には 25名 であ

つたものが、続々追加になり最終的に

は32名 になつた。

お陰で会場は狭い上に、参加者の熱気

が加わ り6月 と言うのに盛夏並みの暑

さであつた。

席上、(1)毎年 6月 第一土曜日を総

会とすること (2)秋に懇親山行を開

き今年は 10月 22日 (土 )高尾山を

計画することを決め記念撮影をし再会

を約束し散会した。

今後の課題としては、45年の世代

間をどう纏めるか。次回は首都圏でな

く関東支部とし関東各県の会員に広く

呼びかけていく等であるが、是非とも

沢山の企画立案者が現れ、会を盛 り上

げて頂く様に期待したい。

また末筆ながら総会を終えた、翌日

から多くの方から感謝のメールを頂き

世話役として大変嬉 しかつたことを報

告し筆を置きます。

25



●kuwvOB会首都圏支部 第1回山行記録

コース :京工線高尾山ロー(稲荷山コース)一

高尾山(599m)一 城山(670.6m)一 小仏峠一

景信山(727.lm)一 登山ロー小仏バス停((5時間)

10月 22日 (土曜)10時 京王線高尾

山口集合。高尾駅は結構な人だかりであ

る。

高尾山は明治百年の記念事業として「明

治の森高尾国定公園」に指定された高尾

と大阪の箕面を結ぶ全長約 1300キ ロ

の東海自然歩道の最終区間に当たり、東

京都心から 1時間程度で気軽に行けるこ

とで登山人口世界一を誇る人気スポット

らしい。(高尾山に来るのが初めてなので)

6月 5日 に首都圏支部立ち上げ総会?で

新宿の「銀座ライオン」で集まつて以来

4カ 月。KUWVの 先輩とは言え、そこ

で初めて会つたメンバーが殆どで心配だ

ったが、 9期の山中さんが目印としてピ

首都圏の人気スボット高尾山へ
18期 横井恒雄

″申さん″ゞみクんデを虜いてくれた…

青柳 多″ どゞ―/2を回 ιでぐれた…

合津さん

"沸
か してぐれた…

日時 10月 22日 (土)10時
京三高尾山口集合

参加者 : 6期日合津 尚

8期・藤井信晴

9期・山中重夫

11期・青柳健二

14期・清家雅幸

18期・横井恒雄 (記録 )
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ンクの東京山岳会のジャンパーを着て立

つておられたおかげで捜す苦労もなく集

合できた。

名前と顔が一致しないので (小生だけか

も知れないが)自 己紹介をして山歩きを

始めることとなつた。

参加者は前日のメールでは5名 だつたが、

当日合津さんが参加で6名 となつた。総会

には 6月 の総会には30名位が参加 し、

結構盛 り上がっていた。もつと沢山の人

が参加するものと勝手に思い込んでいた

が、小人数の山行となつた。小生も勤め

ている会社ではもう結構おじさんの部類

だが、今日のメンバーの中では 1番の若

輩者である。「第 1回だから、次ぎはもう

少し集まるといいね」「集まつたメンバー

は60代前半から50代前半までのそれ

ほど高齢でもなく、それほど若くもない

メンバーか、40代がいるといいね。」等、

あれこれ話 しながら、ケーブルカーの駅

の横を過ぎ、登山口に。

樹間のよく整備されたハイキングコース

を登つていく。途中「見晴らし台」ピッ

チ休憩。所沢方面が見えるはずであるが、

曇つているため何も見えない。今日の天

気は、天気予報では晴れてくるはずであ

るが、朝、家を出たときは雨。高尾山口

に着いたら雨は止んでいたが晴れる気配

はなく、結局、一日中晴れなかつた。

1時間程度で高尾山頂上に着く。頂上と

言つても、どこが頂上か分からない広場

のようなところ。茶店やら飲食店が軒を

連ねており、紅葉のシーズンには 1月 程

度早いようであるが、今日も大変な人だ

かり。山中さんによると5月 の連体は頂

上のエリアに入ることができないほどの

混雑であるらしい。

城山方面に下つた所で昼食をとる。山中

さんがコンロを取 り出し、み りん千を焼

いて振舞つてくれたり、青柳さんがビー

ルを回してくれたり、合津さんが紅茶を

沸か してくれたり、昼食をもりあげてい

ただいた。

出身地の話をすると首都圏支部である

が、東京出身者が誰もいないとか、藤井

さんは百名山を後 1つ残 しているとか、

合津さんはマラソン大会によく出られ、

1月 250kmは 走るとか、あれこれ自

己紹介がてらの話をする。
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昼食後、景信山 (カ ゲノブ)を 目ざし

て奥高尾縦走路を行 く。高尾山頂上近辺

の人だかりからすると大分静かであり、

天気は一向に回復 しないが、少 しガスつ

て山歩きをしている気分にはなる。晴れ

ていれば富士山等が見えるそうだか、景

色は見えない。

登山道は大変に整備が行き届いており、

所々に昼食するベンチがあるし、観光地

として整備されている。時折、前方から

ランニング登山大会の参加者が小走りで

やつて来る。道は狭いところもあるが、

概 して広く、走ることができる。インタ

ーネットで見ると、よくマラソン登山大

会も行われるところらしい。城山から子

仏峠まで下り、 100m位 のちょつとし

た登 りをして景信山に着 く。ここにも大

きな茶店があり、やたら茶店があるが、

メンバーの誰も茶店で物を買つたりしな

い。近辺で休んだ後、登山口まで下る。

30分程度で登山口。バス時間に間に合

わないかも知れないので、最後はパス停

まで走 りました。諸先輩方も日頃、鍛錬

されており、元気で、大したものです。

バスで」R高尾まで出て、駅近辺の居酒

屋で 2次会。大学時代の思い出、期が近

い人の消息、50周 年には金沢に行きたい

ということや、野沢スキー合宿の話等で

盛り上がる。

この山行はハイキングコースだけど、最

後はパス停まで走つたし、ワンゲルらし

い締めくくりで第 1回 としてはそんなに

楽だつたわけじゃない、久し振 りに楽し

い山歩きだつた皆さんの感想。第 1回 は

集合時間を気にしたが、次はもう少 し早

い集合時間でも構わない、総会 (来年 6

月)ま でにもう一度行こうという話にな

りました。山歩きをして、快い疲れで、

結構ビールを飲んで散会となりました。
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2004・ 1月 発行のやまざとVOL19では 2004・ 1月 の近畿支部のうぶ声から、2004・ 11月までの

イベントを誌上でレポートさせて頂きました。

今回は、その後 2004・ 12月 から、2005。 9月 までの活動をイベント中心に報告させて頂きます。

イベント報告

1.生 駒 山 PWと忘 年 会

2.六 甲ゴールデンコース PW
3.六 甲縦 走路・須 磨 アルプス PW
4.黒 田庄 町・白山 PW
5.花 の霊 山山 PW
6.残 雪 と花 の大 山 PW
7.北 摂 口剣 尾 山 (784m)PW
8.伊 吹 山 PW
/8月 は、イベントお休 み

9.秋 刀魚パーティと須磨アルプスハイク

/10月 は、奈 良 県 曽爾 高 原 と倶 留尊 山

(2004・ 12) 企 画  12期

(2005・ 1)企 画 15期

(2005,2)企 画 12期

(2005・ 3)企 画 11期

(2005・ 4)企 画 8期

(2005・ 5)企 画 8期

(2005・ 6)企 画 10期

(2005・ 7)企 画 15期

(2005口 9)企 画 11期

PWを 10月 22日 予 定

赤 地 賢 ―

高 村 千 佳 子

野 村 益 巳

加 藤 忠 好

伊 豫 欣 二

篠 島 益 夫

藤 井 直 樹

宇 野 潔

加藤 忠好

活動エリアが滋賀県、鳥取県など周辺エリアに拡大してきた。

霊仙山 (滋賀県 4月 )、 大山 (鳥取県 5月 )、 伊吹山(滋賀県 7月 )

宿泊を伴う一泊以上のイベントが増えた。

霊仙山(1泊 口4月 )、 大山(2泊・5月 )、 伊吹山(1泊・7月 )

秋刀魚パーティと須磨アルフ
・
スハイク(1泊 E9月

)

金沢、名古屋、東海地区の会員の参加が目立ってきた。

近畿、首都圏に続く東海支部の発足の芽になれば…・

OB会イベント以外にメンバーが個人で企画する山行きに相乗りする会員が増え

て会員相互の交流が増えた。

山以外の文化遺産、自然遺産に対する企画チームを作る等、広い世代の OBが

参加出来るイベントの必要も感じられる。       _

レポーター 近畿支部世話役

8期 篠島益夫
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